
●在宅医療サポートセンター事業については、「在宅医療体制の充実・強化を目的」として、今年度から平成２９年度までの３年間、地区医師会が取り組む。
●在宅医療・介護連携については、「在宅医療と介護の連携を目的」として、今年度から平成３０年４月までに全国の市区町村で取り組む。
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●医療・介護資源の把握（主に医療資源の把握）
●主治医・副主治医制度の検討・導入
●訪問看護ステーションの連携強化・整備と充実の検討

●訪問診療導入研修

●かかりつけ医普及啓発 ●地域住民への周知

●相談窓口の設置・相談支援

ア ２４時間３６５日対応可能な在宅医療提供体制の構築を支援

イ 在宅医療導入研修を実施

ウかかりつけ医普及啓発講習会を実施

エ在宅医療の関する相談窓口の設置

●後方支援病院の確保体制を構築するため二次医療圏を単位とした協議会の設置

●円滑な在宅移行の体制を構築（退院調整）するための二次医療圏を単位とした協議会の設置

●左記の②・③の事業と連携して実施

●在宅医療連携システム整備事業（多職種連携）

◇みよし市民病院を中心として在宅医療・介護連携推進事業を実施

●医療・介護資源のマップの充実と冊子化

（ア）地域の医療・介護の資源の把握

●オールみよし推進会議（地域ケア会議）として開催

（イ）在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応策の検討

●在宅支援入院制度の活用（みよし市民病院）
●服薬指導、セルフケア支援
●訪問歯科治療、歯・口腔衛生セルフケア支援

（ウ）切れ目のない在宅医療と在宅介護の
提供体制の構築推進

●在宅医療連携システム整備事業
●ひまわりノートの活用

（エ）医療・介護関係者の情報共有支援

●在宅医療・介護連携支援センター（仮称）
（みよし市民病院）

●地域包括支援センター増設に合せ機能付加

（オ）在宅医療・介護連携に関する相談支援

●訪問看護研修・ケアマネ勉強会・在宅医療
シンポジウム・多職種協働研修会

（カ）医療・介護関係者の研修

●かかりつけ医、歯科医、薬局の推進
●市民講座・地域講座（みよし市民病院主催）

（キ）地域住民への普及啓発

●豊田市との具体的な連携について検討中
●認知症西部ブロック研修会

（ク）在宅医療・介護連携に関する
関係市町村の連携

中核センターで行う事業

ア 後方支援病院の確保

イ退院調整機能の構築

ウ在宅医療導入研修及びかかりつけ医普及啓発講習会の開催を支援

※広域的視点から在宅医療・介護連携推進事業をサポート

エ 在宅医療連携システムの互換性の確保

在宅医療サポートセンター事業と在宅医療・介護連携推進事業の連携について

サポートセンターで行う事業


